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応
仁
文
明
の
乱
か
ら
の
大
徳
寺
と
妙
心
寺
の
復
興

千
田
　
た
く
ま

は
じ
め
に

　

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）、
京
都
で
細
川
勝
元
（
一
四
三
〇
～
一
四
七
三
）
と
山
名
宗
全
（
一
四
〇
四
～
一
四
七
三
）
を
中
心

と
し
て
抗
争
が
勃
発
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
文
化
・
政
治
の
中
心
地
で
あ
っ
た
京
都
は
、
雑
兵
足
軽
に
よ
る
強
奪
や
放
火
に
み

ま
わ
れ
た
。
応
仁
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
で
あ
る
。

　

京
都
の
大
半
が
戦
火
を
蒙
り
、
政
治
や
儀
式
は
途
絶
え
、
公
家
な
ど
は
地
方
へ
と
避
難
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
京

都
と
地
方
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
新
た
な
文
化
が
花
開
く
こ
と
と
も
な
っ
た
。
ま
た
統
治
制
度
が
崩
壊
し
て
、
実
力
に
よ
る

押
領
、
下
克
上
が
頻
発
し
、
群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
へ
と
進
ん
で
い
く
。
中
世
の
終
焉
で
あ
り
、
近
世
の
始
動
で
あ
る
。

　

さ
て
応
仁
文
明
の
乱
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
三
月
に
山
名
宗
全
、
五
月
に
細
川
勝
元
と
首
謀
者
が
相
次
い
で
亡
く

な
る
こ
と
で
、
収
束
へ
と
向
き
を
変
え
始
め
る
。
翌
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）、
細
川
政
元
（
一
四
六
六
～
一
五
〇
七
）
と
山

名
政
豊
（
一
四
四
一
～
一
四
九
九
）
と
の
間
で
、
い
ち
お
う
の
和
睦
が
成
立
す
る
。
た
だ
そ
の
後
も
、
幾
度
か
の
競
り
合
い
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局
地
的
戦
闘
が
つ
づ
き
、
最
終
的
に
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
終
息
を
み
て
、「
天
下
静
謐
」
が
唱
え
ら
れ
た
。

　

戦
乱
に
よ
っ
て
京
都
は
ほ
ぼ
焼
失
し
、
多
く
の
寺
院
も
兵
火
を
こ
う
む
り
、
什
物
の
疎
開
と
僧
侶
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
臨
済
宗
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
九
月
一
八
日
の
東
岩
倉
の
戦
い
で
南
禅
寺
が
焼
亡
し
、
一
〇
月
三
日
の
相
国
寺
の

戦
い
で
相
国
寺
が
焼
亡
し
て
い
る
⑴
。

　

本
稿
で
論
ず
る
臨
済
宗
大
応
派
下
大
灯
派
の
寺
院
も
同
じ
く
焼
亡
し
た
。
た
と
え
ば
そ
れ
を
大
徳
寺
に
い
た
一
休

（
一
三
九
四
～
一
四
八
一
）
の
足
取
り
か
ら
見
て
み
る
と
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
八
月
に
大
徳
寺
の
瞎
驢
庵
か
ら
京
都
東

山
の
虎
丘
庵
に
移
り
、
九
月
に
は
さ
ら
に
山
城
の
酬
恩
庵
（
京
田
辺
市
）
に
移
っ
て
い
る
⑵
。
す
な
わ
ち
大
徳
寺
は
、
五
月

二
六
日
の
上
京
の
戦
い
や
、
船
岡
山
の
戦
い
で
焼
失
し
、
一
休
ら
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

乱
後
の
臨
済
宗
寺
院
の
復
興
に
は
、
寺
院
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
。
五
山
に
お
い
て
は
、
相
国
寺
が
も
と
も
と
足
利
義
満

（
一
三
五
八
～
一
四
〇
八
）
の
建
立
で
、
な
お
か
つ
僧
録
を
司
る
と
こ
ろ
か
ら
、
乱
後
に
足
利
幕
府
の
援
助
を
受
け
て
復
興
を

開
始
し
、
文
明
一
六
年
（
一
四
八
四
）
に
は
方
丈
と
本
坊
、
翌
年
に
は
東
大
門
、
翌
々
年
に
は
庫
裡
と
、
次
々
に
伽
藍
を
完

成
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
南
禅
寺
は
江
戸
時
代
に
金
地
院
の
崇
伝
（
一
五
六
九
～
一
六
三
三
）
が
僧
録
に
な
り
、
徳
川
幕
府

の
支
援
を
受
け
る
ま
で
復
興
が
進
ま
な
か
っ
た
⑶
。
つ
ま
り
五
山
は
、
幕
府
（
武
家
）
を
支
援
者
と
し
て
い
た
の
で
、
紫
衣

地
よ
り
も
実
権
を
握
っ
て
い
た
僧
録
寺
院
の
復
興
が
重
要
視
さ
れ
た
。

　

で
は
林
下
で
あ
る
大
灯
派
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
寺
院
の
復
興
を
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
意
識
で

あ
る
。
当
時
、
大
灯
派
は
派
祖
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
～
一
三
三
七
）
が
開
創
し
た
大
徳
寺
を
本
寺
と
し
、
関
山
派
と
徹
翁

派
（
霊
山
派
）
が
運
営
し
て
い
た
。

　

関
山
派
は
宗
峰
の
弟
子
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
〇
）
を
祖
と
し
て
、
正
法
山
妙
心
寺
を
祖
庭
と
す
る
。
徹
翁
派

は
や
は
り
宗
峰
の
弟
子
で
あ
る
徹
翁
義
亨
（
一
二
九
五
～
一
三
六
九
）
を
祖
と
し
て
、
霊
山
徳
禅
寺
を
祖
庭
と
す
る
。
焼
失
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し
た
大
徳
寺
は
こ
の
関
山
派
と
徹
翁
派
の
両
派
に
よ
っ
て
復
興
が
進
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
復
興
過
程
を
た
ど
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

　

た
だ
し
大
徳
寺
復
興
途
中
で
あ
る
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
、
大
灯
派
は
関
山
派
と
徹
翁
派
に
分
裂
し
、
関
山
派
は
妙

心
寺
を
紫
衣
地
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、
大
徳
寺
は
徹
翁
派
が
単
独
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
応
仁
文
明
の
乱
が
収
束
に
向
か
い
、
大
徳
寺
が
復
興
を
始
め
る
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
か
ら
、
大

灯
派
が
分
裂
す
る
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
ま
で
の
三
六
年
間
に
焦
点
を
当
て
、
大
灯
派
に
よ
る
大
徳
寺
の
復
興
過
程
を
追

跡
す
る
の
に
加
え
て
、
関
山
派
に
よ
る
妙
心
寺
の
復
興
過
程
を
も
調
査
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
次
の
二
つ
の
疑
問
を
考
え

る
。

一
、
大
灯
派
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
大
徳
寺
を
復
興
さ
せ
た
か
。

二
、
分
裂
す
る
以
前
の
関
山
派
と
徹
翁
派
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

　

論
述
展
開
は
、
状
況
変
化
の
指
標
と
な
る
綸
旨
下
賜
を
区
切
り
と
し
て
、
各
綸
旨
下
賜
前
後
に
僧
侶
や
門
流
が
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
復
興
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
追
跡
し
て
い
く
。
で
は
大
徳
寺
の
復
興
を
、
年
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。

一
　
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
大
徳
寺
復
興
の
綸
旨

　

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
応
仁
の
乱
の
首
謀
者
山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
年
の
六
月
一
九
日
に
、

後
土
御
門
よ
り
大
徳
寺
に
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
、
大
徳
寺
は
早
く
も
復
興
へ
と
動
き
始
め
る
。

大
徳
禅
寺
者
、
宗
派
無
尽
而
祖
風
相
承
也
。
爰
混
兵
戈
之
塵
裏
、
改
梵
宇
之
古
跡
。
宜
遂
不
日
経
営
之
造
功
、
奉
祈
有

道
太
平
之
聖
運
者
。
綸
命
如
此
、
仍
執
達
如
件
。
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文
明
五
年
六
月
十
九
日　

左
少
弁

　
　
　
　

当
寺
衆
僧
中
⑷

　

し
か
し
す
ぐ
に
伽
藍
の
復
興
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
八
月
、
行
在
所
に
蕞
院
を
剏
め
、
大
徳
と
曰
う
。
開
山
、

霊
山
、
如
意
の
遺
像
を
藪
里
に
迎
え
て
、
以
て
安
奉
す
」
⑸
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
八
月
に
「
行
在
所
」
に
仮
設
の
大
徳
寺

が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
仮
の
大
徳
寺
に
、
大
灯
派
の
禅
師
を
紫
衣
入
院
さ
せ
「
前
住
職
」
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
紫

衣
住
持
か
ら
「
官
銭
」
を
受
け
取
っ
た
。
復
興
の
た
め
の
資
金
調
達
で
あ
る
⑹
。

　

こ
の
手
法
は
、
大
灯
派
で
は
す
で
に
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
八
月
二
日
に
、
大
徳
寺
が
炎
上
し
た
と
き
、
そ
の
再
興
資

金
調
達
法
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
に
は
義
天
玄
詔
（
一
三
九
三
～
一
四
六
二
）
に
綸
旨
が
下
さ
れ
、
義
天
は

紫
衣
を
着
し
て
大
徳
寺
に
三
日
住
山
し
て
い
る
。
今
回
も
同
じ
方
法
で
復
興
資
金
を
調
達
し
よ
う
と
し
た
。
ち
な
み
に
竹
貫

元
勝
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
七
月
の
壁
書
お
よ
び
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
一
一
月
一
一
日
付
け

の
規
式
で
は
、
大
徳
寺
の
入
院
が
五
〇
貫
、
居
成
が
一
五
〇
貫
と
さ
れ
て
い
る
⑺
。

　

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
六
月
の
綸
旨
発
給
以
後
、
最
初
に
大
徳
寺
住
持
と
な
っ
た
の
は
、
春
浦
宗
熈
（
？
～
一
四
九
六
）

で
あ
る
。
春
浦
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
一
〇
月
九
日
に
再
住
入
院
し
た
。
春
浦
は
応
仁
の
乱
前
の
、
寛
正
二
年

（
一
四
六
一
）
一
一
月
一
四
日
か
ら
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
七
月
一
六
日
ま
で
、
奉
勅
で
初
住
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
再

住
で
あ
っ
た
⑻
。

　

そ
も
そ
も
春
浦
は
大
徳
寺
に
縁
の
深
い
播
磨
赤
松
氏
の
出
身
で
、
養
叟
宗
頤
（
一
三
七
九
～
一
四
五
八
）
に
嗣
法
し
、
多

く
の
信
者
を
得
た
人
物
で
あ
る
。
た
と
え
ば
竺
英
聖
瑞
は
、
足
利
義
満
の
弟
満
詮
（
一
三
六
四
～
一
四
一
八
）
の
娘
で
あ
り
、

比
丘
尼
御
所
（
尼
五
山
）
の
通
玄
寺
曇
華
院
の
住
持
と
な
っ
た
。
彼
女
は
母
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
妙
雲
尼
院
を
、
春
浦
に
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寄
進
し
養
徳
院
と
な
し
て
い
る
⑼
。

　

ま
た
芳
苑
恵
春
（
？
～
一
四
九
〇
）
は
、
後
土
御
門
の
姉
で
あ
り
、
比
丘
尼
御
所
で
あ
る
安
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
彼

女
は
後
土
御
門
に
奏
上
し
て
、
春
浦
に
正
続
大
宗
の
生
前
禅
師
号
を
下
賜
さ
せ
て
い
る
⑽
。
こ
の
よ
う
に
春
浦
は
当
時
の
徹

翁
派
の
長
老
で
あ
り
、
大
徳
寺
復
興
の
最
初
の
住
持
と
し
て
適
任
で
あ
っ
た
。

　

春
浦
の
次
に
住
持
と
な
っ
た
の
は
、
雪
江
宗
深
（
一
四
〇
八
～
一
四
八
六
）
で
あ
る
。
雪
江
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）

一
二
月
二
一
日
に
再
住
入
寺
し
た
。
雪
江
も
応
仁
の
乱
前
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
八
月
二
二
日
に
奉
勅
初
住
し
て
お

り
、
今
回
は
春
浦
と
同
じ
く
再
住
で
あ
る
⑾
。
雪
江
は
義
天
玄
詔
に
嗣
法
し
、
細
川
氏
の
庇
護
が
厚
い
龍
安
寺
な
ど
に
住
し

た
、
当
時
の
関
山
派
の
長
老
で
あ
る
。

　

綸
旨
が
出
さ
れ
た
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
時
点
で
、
大
徳
寺
の
前
住
位
で
あ
っ
た
の
は
、
春
浦
と
雪
江
の
二
人
し
か
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
徳
寺
復
興
に
あ
た
っ
て
、
彼
ら
二
人
を
勅
請
し
て
再
住
さ
せ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
に
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
大
徳
寺
は
仮
設
で
あ
っ
た
の
で
、
入
寺
儀
式
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
入
寺
法
語
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

二
　
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
大
徳
寺
補
任
の
綸
旨

　

雪
江
入
寺
以
後
の
大
徳
寺
歴
代
を
、『
大
徳
寺
世
譜
』
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
、
四
二
世
体
調
、
四
三
世
顕
室
、
四
四
世

柔
仲
宗
隆
、
四
五
世
岐
庵
宗
揚
、
四
六
世
景
川
宗
隆
と
歴
住
し
て
い
る
⑿
。
こ
の
う
ち
体
調
と
顕
室
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い

経
歴
は
わ
か
ら
な
い
。
柔
仲
は
一
休
と
関
係
が
あ
り
広
徳
寺
に
住
す
る
な
ど
し
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
岐
庵

に
つ
い
て
『
岐
庵
揚
和
尚
語
録
』
に
「
龍
峰
（
＝
龍
宝
山
大
徳
寺
）
は
旧
基
を
再
開
し
、
而
し
て
老
兄
を
以
っ
て
上
首
と
為

す
」
と
あ
り
⒀
、
岐
庵
の
代
か
ら
紫
野
で
の
大
徳
寺
の
再
建
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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紫
野
に
大
徳
寺
が
再
建
さ
れ
始
め
る
確
か
な
年
月
は
、
岐
庵
の
入
寺
時
期
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
明
確
に
は
し
が
た
い
。

だ
が
、
岐
庵
の
次
の
住
持
で
あ
る
景
川
が
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
に
入
寺
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
徳
寺
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
六
月
に
後
土
御
門
の
綸
旨
が
発
給
さ
れ
て
一
年
半
ほ
ど
で

復
興
資
金
の
め
ど
が
た
ち
、
紫
野
に
大
徳
寺
の
造
営
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

次
の
景
川
（
一
四
二
六
～
一
五
〇
〇
）
は
、
今
言
っ
た
よ
う
に
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
二
〇
日
に
入
院
し
た
。
入

院
に
際
し
て
勅
使
が
大
徳
寺
に
参
向
し
て
お
り
、『
長
興
宿
禰
卿
記
』
に

　
　

大
徳
寺
入
院
（
龍
安
寺
弟
子
、
為
入
院
云
々
）、
勅
使
蔵
人
右
中
弁
政
顕
参
向
之
由
、
出
立
料
、
自
寺
家
致
沙
汰
云
⒁々
。

と
、
勧
修
寺
政
顕
が
参
向
す
る
と
あ
る
。
ま
た
『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年
三
月
二
〇
日
に
も
、

三
月
二
十
日　

適
属
晴
、
今
日
紫
野
大
徳
寺
、
新
命
入
院
、
右
中
弁
政
顕
参
向
、
用
手
輿
、
為
洛
中
事
、
車
之
儀
、
当

時
不
叶
者
⒂
。

と
、
政
顕
が
参
向
す
る
と
あ
る
。
そ
し
て
『
景
川
語
録
』
の
住
京
兆
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
語
に
も
、
勅
使
香
の
偈
が
あ
っ
て

「
勅
使
右
尚
書
」
と
出
て
い
る
⒃
。
よ
っ
て
景
川
の
入
院
は
、
乱
後
初
の
伝
奏
の
勧
修
寺
政
顕
が
勅
使
と
し
て
参
向
し
て
の
入

院
で
あ
っ
た
。
以
上
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
岐
庵
の
代
に
大
徳
寺
の
再
建
が
始
ま
る
。
景
川
の
代
に
は
い
ま
だ
伽
藍
は
完

成
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
入
寺
式
を
行
え
る
状
況
は
と
と
の
い
、
儀
式
の
執
行
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

景
川
の
勅
許
入
院
の
の
ち
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
七
月
二
〇
日
に
、
後
土
御
門
か
ら
新
た
な
綸
旨
が
下
さ
れ
る
。



319

禅文化研究所紀要 第33号（平成28年3月）

当
寺
住
持
職
新
補
事
、
非
前
住
之
挙
達
者
、
不
可
有
卒
爾
之
勅
請
、
向
後
弥
為
重
宗
派
。
被
仰
定
之
旨
、
可
令
存
知

給
。
者
依
天
気
、
執
達
如
件
。

　
　
　

文
明
七
年
七
月
廿
日　
　

右
中
弁

　
　

大
徳
寺
住
持
⒄

　

こ
れ
は
新
た
に
大
徳
寺
の
住
持
職
を
補
任
す
る
場
合
、
前
住
衆
の
吹
嘘
状
（
推
挙
状
）
が
な
い
か
ぎ
り
綸
旨
を
出
さ
な
い

と
い
う
確
認
で
あ
る
。

　

大
徳
寺
の
住
持
に
な
る
場
合
、
大
徳
寺
で
衆
評
を
行
い
決
議
を
取
り
、
前
住
衆
が
連
判
し
た
吹
嘘
状
を
作
り
、
そ
れ
を
伝

奏
の
勧
修
寺
に
伝
達
し
て
執
奏
し
、
天
皇
が
叡
覧
し
て
決
済
す
る
と
、
紫
衣
勅
使
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
泰
叟
宗
愈
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
入
院
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
前
住
の
雪
江
が
「
衆
評
の
請

状
な
ら
び
に
前
住
連
署
」
を
執
奏
し
て
、
住
持
に
補
任
さ
れ
て
い
る
⒅
。
ま
た
天
縦
宗
受
（
？
～
一
五
一
二
）
は
長
享
三
年

（
延
徳
元
年
・
一
四
八
九
）
に
入
院
し
た
が
、
そ
の
天
縦
に
対
し
て
同
年
六
月
九
日
に
出
さ
れ
た
綸
旨
の
草
案
を
見
る
と
、
宛

先
「
天
縦
上
人
禅
室
」
の
下
に
「
表
書
名
字
也
。
勧
修
寺
大
納
言
、
以
使
伝
仰
□
。
前
住
挙
状
在
之
」
と
あ
り
、
前
住
衆
の

吹
嘘
状
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
勧
修
寺
が
伝
奏
と
な
っ
て
い
る
⒆
。

　

最
後
に
も
う
一
例
を
あ
げ
る
と
、
時
代
は
下
る
が
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
、
紫
衣
事
件
で
沢
庵
（
一
五
七
三
～

一
六
四
六
）
が
幕
府
に
提
出
し
よ
う
と
し
た
抗
弁
書
案
に
、
大
徳
寺
に
お
い
て
は
、
大
衆
に
よ
る
衆
評
を
へ
て
、
前
住
衆
の

連
判
を
取
り
付
け
、
吹
嘘
状
を
提
出
し
、
伝
奉
よ
り
天
皇
に
知
ら
せ
て
始
め
て
入
院
と
な
る
、
と
記
さ
れ
る
。

殊
自
平
僧
住
持
長
老
の
位
に
上
申
候
事
、
入
院
開
堂
之
義
式
不
私
候
。
其
人
之
修
行
相
窮
、
出
世
時
至
候
へ
ハ
、
従
為
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其
門
中
相
勤
、
申
一
山
之
評
定
両
度
候
、
第
三
度
に
ハ
、
於
方
丈
一
山
之
大
衆
相
集
、
一
列
同
心
之
上
、
即
於
開
山
国

師
之
前
、
吹
挙
状
を
相
調
、
諸
長
老
連
判
之
任
、
当
寺
自
昔
之
伝
奏
観
修
寺
殿
を
以
て
、
禁
中
へ
令
言
上
之
時
、
叡
覧

有
之
、
其
日
に
住
持
入
院
之
儀
被
仰
出
、
勅
使
其
御
沙
汰
候
、
是
ハ
依
文
明
七
年
之
綸
旨
、
如
此
相
定
法
に
て
申
候
⒇
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
徳
寺
に
紫
衣
入
院
す
る
に
は
、
大
衆
の
決
議
と
前
住
衆
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
再
確
認
さ
れ
た
。

　

大
徳
寺
歴
代
に
話
し
を
戻
そ
う
。『
大
徳
寺
世
譜
』
に
よ
る
と
、
景
川
の
次
の
四
七
世
住
持
は
一
休
と
な
っ
て
い
る
㉑
。

だ
が
一
休
の
大
徳
寺
住
持
時
期
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
四
六
世
景
川
は
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三

月
に
勅
許
入
院
し
て
い
る
の
で
、
四
七
世
の
一
休
の
入
院
は
文
明
七
年
（
一
四
七
六
）
以
後
に
な
る
は
ず
だ
が
、
甘
露
寺
親

長
の
『
親
長
卿
記
』
文
明
六
年
二
月
一
五
日
と
一
六
日
の
条
に
、

十
五
日
、
陰
、
大
徳
寺
住
持
職
事
、
順
蔵
主
一
休
、
奏
聞
、
勅
許
。

十
六
日
、
晴
、
早
旦
退
出
、
大
徳
寺
綸
旨
令
書
、
元
長
遣
寺
家
了
、
午
剋
帰
家
㉒
。

と
あ
り
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
二
月
一
五
日
、
後
土
御
門
が
一
休
を
大
徳
寺
住
持
に
勅
許
し
、
一
六
日
付
け
で
後
土
御

門
の
綸
旨
が
大
徳
寺
に
出
さ
れ
、
親
長
の
息
子
元
長
が
大
徳
寺
に
使
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
大
徳
寺
は
二
二
日

に
、
前
住
の
柔
中
が
綸
旨
を
持
っ
て
一
休
に
住
持
要
請
に
行
く
。

広
徳
柔
中
隆
和
尚
、
捧
勅
黄
来
、
致
大
徳
住
持
之
請
、
不
可
辞
也
、
師
作
二
偈
、
且
謝
且
警
（
後
略
）。
㉓
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一
休
は
辞
退
で
き
ず
に
二
偈
を
作
っ
た
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
休
は
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
に
大
徳
寺
住
持

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
状
況
説
明
に
は
、
四
つ
の
矛
盾
が
あ
る
。
ま
ず
前
堂
で
は
な
い
蔵
主
に
住
持
職
の
勅
許

が
下
さ
れ
て
い
る
。
伝
奏
が
大
徳
寺
伝
奏
の
勧
修
寺
で
は
な
く
甘
露
寺
で
あ
る
。「
二
偈
」
を
作
っ
た
と
あ
る
の
み
で
、
住

持
し
た
と
は
い
わ
な
い
。
そ
し
て
歴
代
住
持
の
世
代
と
合
致
し
な
い
、
の
四
つ
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
一
休
は
い
つ
大
徳
寺
住
持
と
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
初
住
か
再
住
か
な
ど
検
討
の
余
地
は
多
い
。
本
稿
で
は
こ

の
問
題
は
措
き
、
と
も
か
く
一
休
は
、
大
徳
寺
の
復
興
に
貢
献
し
、
資
金
や
土
地
の
寄
進
を
頻
繁
に
行
っ
た
こ
と
を
認
識
し

て
お
く
に
と
ど
め
る
。

　

さ
て
、
大
徳
寺
は
順
調
に
再
建
さ
れ
る
。
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
に
は
方
丈
が
上
棟
さ
れ
、
翌
文
明
一
一
年

（
一
四
七
九
）
に
は
法
堂
が
上
棟
す
る
。
方
丈
造
営
と
法
堂
上
棟
の
さ
い
の
住
持
が
特
芳
禅
傑
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
特
芳
が

「
再
興
の
始
め
」
と
い
わ
れ
る
㉔
。

　

文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
一
一
月
二
二
日
に
は
、
幕
府
が
山
城
国
内
の
領
地
を
返
付
し
㉕
、
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）

に
は
正
門
と
偏
門
が
落
慶
し
て
い
る
㉖
。
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
に
は
、
関
山
派
の
西
浦
宗
粛
が
奏
上
し
て
、
後
土
御

門
よ
り
開
山
塔
の
額
「
霊
光
」
を
賜
っ
た
㉗
。

　

さ
ら
に
大
徳
寺
は
再
建
復
興
を
進
め
て
い
く
。
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
は
真
珠
庵
が
創
建
さ
れ
る
な
ど
、
塔
頭
の
建

立
と
所
領
の
寄
進
が
進
み
、
幕
府
に
よ
り
敷
地
や
田
地
の
安
堵
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
は
、
支
証

を
書
き
上
げ
た
「
日
記
」
が
制
作
さ
れ
て
い
る
㉘
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
大
徳
寺
の
再
興
に
は
関
山
派
と
徹
翁
派
の
両
派
が
尽
力
し
て
き
た
。
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
一
二

月
一
九
日
の
一
休
入
祖
堂
の
入
牌
料
納
下
帳
を
見
て
も
、
大
徳
寺
の
東
堂
と
し
て
「
妙
心
寺
、
徳
禅
寺
、
龍
安
寺
」
と
記
さ

れ
て
い
る
㉙
。
周
知
の
よ
う
に
東
堂
と
は
自
派
の
前
住
を
指
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
当
時
、
関
山
派
と
徹
翁
派
の
両
派
が
大
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灯
派
一
門
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

大
徳
寺
の
壁
書
に
お
い
て
も
、
評
定
衆
と
し
て
妙
心
寺
や
龍
安
寺
の
住
持
が
連
署
し
て
お
り
㉚
、
実
際
に
運
営
に
加
わ
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
関
山
派
の
雪
江
が
、
徹
翁
派
の
泰
叟
の
大
徳
寺
入
院
を
執
奏
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
関
山
派
と
徹
翁
派
は

大
灯
一
門
と
し
て
協
同
し
て
い
た
㉛
。

　

ま
た
大
徳
寺
の
復
興
に
は
、
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
「
大
徳
寺
再
興
奉
加
銭
納
下
帳
」
に
「
霊
山
派
九
十
五
貫

九
百
二
十
四
文
。
関
山
派
四
十
一
貫
七
百
文
」
㉜
と
あ
り
、
霊
山
派
（
徹
翁
派
）
と
関
山
派
が
多
く
の
奉
加
銭
を
納
め
て
い

る
。
ま
た
こ
の
納
下
帳
に
は
、
堺
の
豪
商
尾
和
宗
臨
（
？
～
一
五
〇
一
）
が
あ
わ
せ
て
五
百
貫
文
を
出
し
た
と
あ
り
、
さ
ら

に
「
尾
和
宗
臨
寄
進
状
」
の
包
み
紙
に
も
「
応
仁
鬱
収
之
時
、
復
興
大
徳
・
徳
禅
・
如
意
・
大
用
、
大
担
越
也
」
㉝
と
あ

り
、
復
興
に
は
こ
の
よ
う
な
檀
越
の
寄
進
が
大
き
か
っ
た
。

　

大
徳
寺
の
復
興
に
大
き
く
関
わ
っ
た
春
浦
、
雪
江
、
一
休
の
三
門
派
は
、
の
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
春
浦
の
弟
子
は
大
徳
寺
で
龍

泉
派
・
北
派
・
南
派
を
、
一
休
の
弟
子
は
真
珠
派
を
、
雪
江
の
弟
子
は
妙
心
寺
で
四
派
を
形
成
し
て
発
展
し
て
い
き
、
近
世

の
大
灯
派
門
派
の
礎
に
な
る
。
で
は
次
に
関
山
派
の
京
都
の
由
緒
寺
院
で
あ
る
妙
心
寺
の
再
興
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

三
　
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
妙
心
寺
再
興
の
綸
旨

　

そ
も
そ
も
妙
心
寺
と
大
徳
寺
と
は
寺
格
が
異
な
る
。
妙
心
寺
は
応
仁
文
明
の
乱
で
焼
失
し
た
と
い
っ
て
も
、
も
と
か
ら
ほ

と
ん
ど
伽
藍
が
な
か
っ
た
。
大
徳
寺
は
五
山
に
列
し
た
祈
願
所
で
、
法
堂
を
備
え
た
大
灯
派
の
紫
衣
地
で
あ
る
。
対
し
て
妙

心
寺
は
、
関
山
派
に
と
っ
て
は
由
緒
寺
院
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
大
灯
派
下
の
一
末
寺
・
平
僧
地
で
あ
り
、
仏
殿
や
法
堂
は

な
く
、
元
離
宮
の
玉
鳳
院
と
、
日
峰
宗
舜
（
一
三
六
八
～
一
四
四
八
）
が
開
山
塔
（
微
笑
塔
）
に
建
て
た
微
笑
庵
が
あ
る
程
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度
で
あ
っ
た
。
し
か
も
妙
心
寺
は
寺
領
と
建
物
を
没
収
さ
れ
て
お
り
、
再
興
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
㉞
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
妙
心
寺
の
再
興
を
任
さ
れ
た
の
が
、
大
徳
寺
に
勅
請
入
院
し
た
雪
江
で
あ
る
。
雪
江
は
文
明
八
年

（
一
四
七
六
）
よ
り
、
弟
子
の
宗
円
を
納
所
と
し
て
妙
心
寺
の
日
単
・
巻
帳
（
米
銭
納
下
帳
）
を
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
文
明

九
年
（
一
四
七
七
）
閏
正
月
二
六
日
に
後
土
御
門
よ
り
「
再
興
」
の
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
る
。

妙
心
寺
者
、
花
園
法
皇
革
離
宮
、
被
為
禅
刹
之
名
藍
也
。
其
基
本
寔
以
不
浅
、
雖
然
罹
度
々
禍
乱
、
令
没
倒
之
趣
、
達

天
聴
訖
。
早
運
謀
計
、
宜
令
再
興
。
者
綸
命
如
此
、
仍
執
達
如
是
。

　
　
　

文
明
九
年
後
正
月
廿
六
日　

左
中
弁
兼
顕

　
　

雪
江
上
人
禅
室
㉟

　

綸
旨
に
「
花
園
法
皇
革
離
宮
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妙
心
寺
は
花
園
法
皇
を
開
基
と
し
、
持
明
院
統
を
檀
越
と
す
る
。
し
か

し
当
時
の
朝
廷
は
か
な
り
の
困
窮
状
態
で
、
有
力
な
檀
越
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

綸
旨
の
伝
奏
は
、
大
徳
寺
伝
奏
で
あ
る
勧
修
寺
家
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
た
月
の
五
日
に
武
家

伝
奏
に
任
じ
ら
れ
た
広
橋
兼
顕
（
一
四
四
九
～
一
四
七
八
）
が
つ
と
め
て
い
る
。
臨
済
宗
に
お
い
て
は
、
紫
衣
地
（
南
禅
寺
・

大
徳
寺
）
は
勧
修
寺
家
が
伝
奏
を
つ
と
め
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
香
衣
地
黄
衣
地
は
、
武
家
の
寺
と
し
て
、
そ
の
時

の
武
家
伝
奏
が
適
宜
つ
と
め
た
。

　

妙
心
寺
は
紫
衣
地
で
も
黄
衣
地
で
も
な
か
っ
た
が
、
当
時
、
管
領
細
川
氏
が
大
檀
那
で
あ
っ
た
の
で
、
武
家
伝
奏
と
な
っ

た
兼
顕
が
伝
奏
を
つ
と
め
た
。
た
だ
兼
顕
と
関
山
派
と
の
関
係
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
す
で
に
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に

関
山
派
の
瑞
龍
寺
が
十
刹
に
準
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
兼
顕
が
伝
奏
を
つ
と
め
て
お
り
、
こ
の
時
か
ら
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
も
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『
兼
顕
卿
記
』
を
見
る
と
雪
江
と
兼
顕
と
は
、
兼
顕
が
急
死
す
る
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
ま
で
交
流
し
て
い
る
。

　

さ
て
雪
江
は
妙
心
寺
の
再
興
に
着
手
す
る
。
ま
ず
方
丈
の
造
営
を
進
め
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
五
月
一
二
日
に
方
丈

が
上
棟
さ
れ
る
。

大
日
本
国
山
城
州
平
安
城
西
正
法
山
妙
心
禅
寺
方
丈
立
柱
上
棟

文
明
九
年
丁
酉
五
月
十
二
日
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
持
比
丘
宗
深
誌
之

大
檀
越
花
園
院
也　

当
今
特
賜
綸
旨
再
住
興
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
藤
原
次
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棟
梁
藤
原
宗
弘
㊱

　

雪
江
は
妙
心
寺
復
興
に
着
手
し
た
人
物
で
あ
り
「
妙
心
寺
中
興
」
と
仰
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
雪
江
に
よ
る
復
興

の
成
果
は
、
方
丈
の
建
造
と
、
出
納
管
理
や
住
持
任
期
の
取
り
決
め
が
主
た
る
成
果
で
、
こ
の
他
に
は
「
正
法
山
妙
心
禅
寺

記
」
を
著
し
、
関
山
の
伝
記
を
撰
述
し
、
頂
相
の
制
作
を
要
請
す
る
な
ど
、
執
筆
活
動
に
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

雪
江
に
よ
る
再
興
が
、
執
筆
活
動
に
向
か
っ
た
の
に
は
原
因
が
あ
る
。
雪
江
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
再
興
に
着
手

す
る
が
、
二
年
後
の
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
に
中
風
に
な
り
半
身
不
随
に
な
る
。
そ
れ
以
降
、
雪
江
は
妙
心
寺
に
庵
居

し
て
療
養
生
活
を
送
り
、
対
外
活
動
が
あ
ま
り
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
室
内
で
行
え
る
執
筆
活
動
に
向
か
っ
た
。

雪
江
に
は
後
世
の
た
め
に
残
し
た
「
遺
誡
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
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当
寺
住
持
職
事
、
承
続
開
山
和
尚
命
脈
称
宗
匠
者
、
限
三
十
六
ヶ
月
輪
次
、
合
致
焼
香
者
也
。
接
待
四
来
衲
子
之
外
、

互
以
修
造
為
念
。
珍
重
。

　
　
（
文
明
七
年
）
季
春
六
日　
（
妙
心
住
持
）
宗
深

　
　

諸
位
堂
頭
（
謂
老
漢
之
嗣
法
輩
也
）
㊲

と
、
関
山
派
の
和
尚
は
協
力
し
て
一
住
三
年
を
上
限
と
し
て
輪
番
住
持
を
行
う
と
と
も
に
、「
互
い
に
修
造
を
以
っ
て
念
と

為
せ
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
妙
心
寺
は
雪
江
に
よ
り
方
丈
が
造
営
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
伽
藍
整
備
は
進
ま
ず
、

妙
心
寺
の
発
展
は
後
世
に
託
さ
れ
る
。

四
　
文
明
年
間
後
半
の
関
山
派

　

一
般
的
に
、
雪
江
以
降
、
妙
心
寺
は
雪
江
の
弟
子
四
人
、
景
川
宗
隆
、
悟
渓
宗
頓
、
特
芳
禅
傑
、
東
陽
英
朝
の
各
門
派
に

よ
る
輪
番
に
よ
っ
て
護
持
し
て
い
く
体
制
が
整
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
四
派
体
制
の
確
立
は
も
う
少
し
時
代
が

下
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
一
五
世
紀
末
に
お
い
て
は
様
相
が
異
な
る
。

　

こ
の
時
代
、
関
山
派
で
は
尾
張
犬
山
の
瑞
泉
寺
が
、
出
世
寺
院
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
雪
江
門
下
の
四
派
は
、
瑞

泉
寺
と
は
別
に
門
派
の
中
心
と
な
る
寺
院
を
持
っ
て
い
た
。

　

一
番
弟
子
の
景
川
（
一
四
二
六
～
一
五
〇
〇
）
は
、
す
で
に
大
徳
寺
の
項
で
見
た
よ
う
に
、
大
徳
寺
に
勅
許
入
院
し
た
人

物
で
あ
る
。
景
川
は
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
に
雪
江
よ
り
玉
鳳
院
の
北
西
の
敷
地
一
五
丈
を
付
嘱
さ
れ
、
妙
心
寺
の
経

営
を
任
さ
れ
て
い
る
㊳
。
雪
江
が
中
風
に
な
っ
て
以
降
に
、
妙
心
寺
の
経
営
を
任
さ
れ
た
。
景
川
は
細
川
政
元
が
邸
宅
を
寺
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院
に
し
た
大
心
院
に
住
む
な
ど
し
、
没
後
、
妙
心
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
大
心
院
は
の
ち
に
妙
心
寺
そ
ば
に
移
転
さ
れ
役
寺
と

な
っ
て
い
る
㊴
。

　

二
番
弟
子
の
悟
渓
（
一
四
一
六
～
一
五
〇
〇
）
は
、
す
で
に
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
美
濃
守
護
代
の
斎
藤
妙
椿

（
一
四
一
一
～
一
四
八
〇
）
の
帰
依
を
受
け
て
、
岐
阜
に
瑞
龍
寺
を
創
建
し
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に
は
瑞
龍
寺
に
七
堂

伽
藍
を
完
成
さ
せ
、
瑞
龍
寺
を
準
十
刹
と
な
し
て
い
る
。
ま
た
雪
江
よ
り
玉
鳳
院
の
東
の
敷
地
を
付
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　

三
番
弟
子
の
特
芳
（
一
四
一
九
～
一
五
〇
六
）
は
、
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
九
月
十
一
日
に
は
、
大
徳
寺
に
勅
許
入

院
し
て
い
る
㊵
。
そ
し
て
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
細
川
政
元
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
龍
安
寺
の
中
興
と
な
る
。
そ
の
後
、

龍
安
寺
に
西
源
院
を
創
建
し
て
退
居
し
て
い
る
。

　

最
後
、
四
番
弟
子
の
東
陽
（
一
四
二
八
～
一
五
〇
四
）
は
、
美
濃
の
少
林
寺
、
大
仙
寺
、
定
慧
寺
を
中
心
に
活
動
し
、
少

林
寺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
以
外
に
も
般
若
坊
鉄
船
宗
熈
（
一
四
〇
九
～
一
四
九
二
）
の
よ
う
な
同
門
も
い
た
。

　

す
な
わ
ち
雪
江
が
中
風
と
な
っ
て
以
後
、
景
川
と
悟
渓
が
妙
心
寺
の
経
営
を
託
さ
れ
た
が
、
悟
渓
は
関
山
派
の
中
心
地
で
あ

る
美
濃
に
あ
っ
て
、
瑞
龍
寺
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
景
川
が
妙
心
寺
の
経
営
を
取
り
ま
と
め
た
。
特
芳
は
関
山
派
の
京
都

の
も
う
一
つ
の
重
要
寺
院
で
あ
る
龍
安
寺
を
託
さ
れ
、
丹
波
の
龍
興
寺
、
龍
潭
寺
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
三
龍
寺
」
を
中
心

に
活
動
し
た
。
東
陽
は
主
に
美
濃
に
あ
っ
て
雪
江
の
執
筆
活
動
を
継
承
し
、『
妙
心
寺
六
祖
伝
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
五
世
紀
末
に
お
い
て
、
雪
江
の
弟
子
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
拠
点
と
な
る
寺
院
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
中
心

に
妙
心
寺
を
支
え
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
た
。

五
　
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
妙
心
寺
へ
の
再
綸
旨

　

後
土
御
門
は
雪
江
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
文
明
一
九
年
（
長
享
元
年
・
一
四
八
七
）
に
、
今
度
は
特
芳
に
「
再
興
」
の
綸
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旨
を
下
賜
す
る
。

妙
心
寺
者
、
花
園
院
革
離
宮
作
梵
宇
、
請
関
山
和
尚
、
為
開
山
始
祖
。
誠
是
宗
門
無
双
之
名
刹
也
。
爰
罹
度
々
禍
乱
荒

廃
云
々
。
所
詮
、
当
時
雖
不
領
、
有
所
産
之
由
緒
、
近
日
雖
無
音
、
為
末
寺
之
旧
縁
。
相
勧
筑
紫
州
、
宜
致
寺
家
再
興

者
。
綸
命
如
此
、
仍
執
達
如
是
。

　
　
　

文
明
十
九
年
七
月
十
七
日　

左
中
弁
政
資

　
　

特
芳
禅
師
丈
（
室
）
㊶

　

内
容
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
の
綸
旨
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
に
妙
心
寺
の
開
祖
が
関
山
で
あ
る
こ
と
が
加
わ
る
。
こ

れ
は
雪
江
の
執
筆
活
動
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
所
詮
」
以
降
に
、「
当
時
、
領
せ
ず
と
雖
も
、
所
産
の
由
緒
有
り
、

近
日
、
音
無
し
と
雖
も
、
末
寺
の
旧
縁
を
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
は
所
領
で
は
な
か
っ
た
が
、
歴
史
的
に
は
関
係
が

あ
り
、
最
近
は
音
信
が
な
い
が
、
元
を
た
ど
れ
ば
本
末
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、「
筑
紫
の
州
に
相
勧
め
て
、
宜
し
く

寺
家
の
再
興
を
致
す
者
な
り
」
と
、
九
州
に
妙
心
寺
の
再
興
を
催
促
し
て
い
る
。

　
「
筑
紫
州
」
は
太
宰
府
横
岳
の
崇
福
寺
を
中
心
と
し
た
大
応
派
を
指
す
と
推
測
し
て
い
る
が
、
明
確
に
は
何
を
指
す
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
関
山
派
は
無
因
宗
因
（
一
三
二
六
～
一
四
〇
一
）
や
拙
堂
宗
朴
の
頃
に
、
大
内
氏
の
帰
依
を
受

け
て
河
内
の
観
音
寺
や
周
防
の
法
泉
寺
を
興
隆
さ
せ
た
が
、
大
内
義
弘
（
一
三
五
六
～
一
四
〇
〇
）
が
足
利
氏
に
反
旗
を
翻

し
、
そ
れ
を
受
け
て
妙
心
寺
も
足
利
義
満
の
怒
り
を
買
い
、
寺
領
な
ど
が
青
蓮
院
に
移
譲
さ
れ
断
絶
に
至
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
そ
れ
以
後
、
犬
山
の
瑞
泉
寺
や
西
宮
の
海
清
寺
な
ど
が
、
関
山
派
の
拠
点
と
し
て
存
続
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら

は
関
山
派
の
独
立
寺
院
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
上
位
派
閥
で
あ
る
大
灯
派
の
寺
院
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
悟
渓
が
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開
い
た
瑞
龍
寺
が
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に
準
十
刹
と
な
っ
た
と
き
の
綸
旨
に
、

金
宝
山
瑞
龍
禅
寺
者
、
紫
野
大
徳
寺
之
門
徒
也
。
先
院
御
時
、
草
創
之
刻
被
下
勅
額
上
者
。
早
以
準
十
刹
之
例
数
。
可

奉
祝
万
歳
之
宝
祚
者
。
天
気
如
此
、
仍
執
達
如
件
。

　
　
　

文
明
二
年
庚
寅
三
月
十
四
日　

権
右
中
弁
兼
顯

　
　

宗
頓
上
人
禅
室
㊷

「
金
宝
山
瑞
龍
禅
寺
は
紫
野
大
徳
寺
の
門
徒
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
い
ま
だ
関
山
派
が
一
派
と
し
て
独
立
し

て
い
な
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
瑞
龍
寺
や
龍
安
寺
や
大
心
院
は
、
こ
の
時
点
で
は
大
灯
派
（
大
徳
寺
）
の
一
末

寺
で
あ
っ
た
。

　

後
土
御
門
が
一
度
目
に
再
興
を
要
請
し
た
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
時
点
で
は
、
妙
心
寺
は
寺
領
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
方

丈
も
造
営
さ
れ
て
い
な
い
大
灯
派
の
一
寺
院
で
あ
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
雪
江
の
努
力
に
よ
っ
て
方
丈
が
建
っ
た
が
、
そ
れ
以

後
、
伽
藍
の
整
備
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
に
再
度
、
弟
子
の
特
芳
に
綸
旨
が
下
さ

れ
た
。
た
だ
こ
の
復
興
計
画
は
、
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
大
応
派
が
資
金
を
調
達
し
て
建
物
を
建
造
し
た
と
い

う
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
妙
心
寺
は
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
に
雪
江
に
よ
り
復
興
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
有

力
な
檀
越
や
寺
領
荘
園
も
し
く
は
そ
の
他
の
経
営
資
金
を
見
い
だ
せ
ず
、
充
分
な
組
織
と
伽
藍
の
整
備
を
果
た
せ
て
い
な

か
っ
た
。
だ
が
そ
の
状
況
を
打
破
す
る
、
新
た
な
計
画
が
画
策
さ
れ
る
。
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六
　
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
妙
心
寺
へ
の
再
々
綸
旨

　

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
二
月
、
後
柏
原
は
二
五
日
付
け
で
妙
心
寺
に
対
し
て
、

正
法
山
妙
心
禅
寺
者
、
大
灯
国
師
上
足
之
草
創
、
花
園
仙
院
御
願
之
蘭
若
也
。
是
以
、
綸
命
復
旧
、

再
興
得
時
。
然
則
、
須
著
紫
衣
、
刷
入
院
儀
式
。
位
次
等
大
徳
寺
、
前
後
可
守
年
月
也
。
門
徒
相
互

専
仏
法
紹
隆
、
宜
奉
祈
宝
祚
延
長
之
由
。
天
気
如
此
、
仍
執
達
如
件
。

　

永
正
六
年
二
月
二
十
五
日
左
少
弁
伊
長

当
寺
長
老
禅
室
㊸

と
綸
旨
を
下
す
。
応
仁
文
明
の
乱
以
後
、
妙
心
寺
に
と
っ
て
三
度
目
の
「
再
興
」
の
綸
旨
で
あ
る
。
こ
の
綸
旨
を
前
二
度
の

綸
旨
と
比
べ
て
み
る
と
、
後
半
「
然
則
」
以
降
が
前
二
度
の
綸
旨
と
大
き
く
異
な
る
。
中
身
は
、
１
、
紫
衣
を
着
け
て
入
院

の
儀
式
を
行
う
こ
と
、
２
、
位
次
が
大
徳
寺
と
同
等
で
あ
る
と
い
う
二
点
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
ま
で
の

綸
旨
に
は
な
か
っ
た
「
仏
法
の
興
隆
を
専
ら
に
し
、
天
皇
の
長
寿
を
祈
る
よ
う
に
」
と
い
う
勅
願
の
常
套
句
が
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
綸
旨
に
よ
っ
て
、
１
、
妙
心
寺
は
勅
願
寺
と
な
り
、
紫
衣
入
院
を
勅
許
さ
れ
、
２
、
寺
格
が
大
徳
寺
と
同
位
と
な

り
、
関
山
派
の
紫
衣
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ま
で
勅
許
を
受
け
た
新
命
住
持
が
大
徳
寺
に
納
め
て
い
た
官
銭
を
、

妙
心
寺
の
収
入
と
し
て
見
込
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
関
山
派
は
妙
心
寺
の
発
展
に
、
大
徳
寺
の
復
興
資
金
調
達
方
法
と
同
じ
方
法
を
も
ち
い
た
。
だ
が
こ
の
方
法

は
、
徹
翁
派
と
の
間
に
相
論
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
の
相
論
の
顛
末
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
そ
の
後
、
妙
心
寺
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は
美
濃
守
護
代
斎
藤
氏
の
夫
人
利
貞
尼
よ
り
領
地
の
寄
進
を
受
け
、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
一
五
二
八
）
に
は
四
派
本
庵

が
建
ち
そ
ろ
う
。
そ
し
て
次
々
に
伽
藍
の
建
立
が
進
み
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
紫
衣
入
院
施
設
と
し
て
七
堂
伽
藍
を
整
備
さ

せ
て
い
く
。

　

た
だ
妙
心
寺
は
紫
衣
地
化
後
す
ぐ
に
関
山
派
の
本
寺
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
江
戸
末
期
ま
で
瑞
泉
寺
、
瑞
龍
寺
、
龍
安

寺
な
ど
が
有
力
寺
院
と
し
て
独
自
の
権
力
を
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
現
在
に
到
っ
て
は
、
妙
心
寺
は
儀
礼
組
織
の
頂
点
に
あ

る
も
の
の
、
行
政
組
織
と
し
て
は
妙
心
寺
派
の
一
寺
院
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
結
局
、
妙
心
寺
が
最
高
権
力
機
構
と

な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
山
林
派
の
組
織
的
・
思
想
的
特
徴
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

大
徳
寺
と
妙
心
寺
の
復
興
整
備
過
程
を
ま
と
め
よ
う
。
大
徳
寺
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
六
月
一
九
日
、
後
土
御
門

に
よ
り
再
興
の
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
、
紫
衣
の
官
銭
を
調
達
し
始
め
る
。
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
は
紫
野
に
再
建
が
は
じ

ま
り
、
入
院
の
方
式
が
吹
嘘
状
に
よ
る
補
任
へ
と
か
わ
る
。
そ
し
て
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
に
は
法
堂
が
上
棟
さ
れ
、

文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
に
は
正
門
と
偏
門
が
落
慶
し
、
順
調
に
復
興
が
順
調
に
進
む
。

　

妙
心
寺
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
再
興
の
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
方
丈
が
造
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
整
備
は
進
ま
な
い
。

一
〇
年
後
の
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
に
、
再
び
後
土
御
門
が
再
興
の
綸
旨
を
下
賜
し
た
が
、
こ
の
際
も
援
助
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
、
後
柏
原
が
妙
心
寺
に
紫
衣
敕
住
の
綸
旨
を
下
賜
す
る
と
、
大
徳
寺
復
興

方
法
と
同
じ
く
官
銭
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
紫
衣
地
と
し
て
妙
心
寺
の
伽
藍
整
備
が
は
じ
ま
る
。

　

さ
て
で
は
「
は
じ
め
に
」
で
提
起
し
た
、「
大
徳
寺
の
復
興
」
と
「
分
裂
以
前
の
関
山
派
と
徹
翁
派
の
関
係
」
に
つ
い
て
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の
回
答
で
あ
る
。

　

応
仁
文
明
の
乱
後
、
関
山
派
と
徹
翁
派
は
大
灯
派
一
門
と
し
て
、
と
も
に
大
徳
寺
の
復
興
に
尽
力
し
、
評
定
衆
と
し
て
大
徳

寺
を
運
営
し
て
い
た
。
そ
の
復
興
方
法
は
、
大
灯
派
の
僧
を
大
徳
寺
に
紫
衣
敕
住
さ
せ
、
官
銭
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
で
資
金
を

調
達
し
た
。
そ
し
て
大
灯
派
の
中
で
も
春
浦
、
雪
江
、
一
休
の
弟
子
た
ち
が
出
世
し
、
や
が
て
戦
国
期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
派
を
築

い
て
い
く
。
ま
た
商
品
経
済
の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
商
業
都
市
堺
に
信
者
を
得
た
こ
と
が
資
金
調
達
に
結
び
つ
い
た
。

　

し
か
し
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
妙
心
寺
が
紫
衣
地
と
な
り
、
大
灯
派
は
関
山
派
と
徹
翁
派
に
分
裂
す
る
。
こ
れ
以

降
、
一
時
的
に
、
徹
翁
派
か
ら
関
山
派
へ
の
批
判
的
言
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
行
研
究
の
中
に
は
、
こ
れ
を
根
拠

と
し
て
、
関
山
派
と
徹
翁
派
は
中
世
以
来
い
が
み
合
っ
て
い
た
と
す
る
説
や
、
関
山
は
宗
峰
に
擯
斥
さ
れ
た
と
主
張
す
る

説
も
あ
る
㊹
。
し
か
し
本
稿
の
調
査
結
果
か
ら
す
る
と
、
両
派
は
分
裂
以
前
は
、
大
灯
派
と
し
て
紐
帯
を
結
び
協
同
関
係
に

あ
っ
た
。
徹
翁
派
に
よ
る
関
山
派
へ
の
批
判
は
、
両
派
の
分
裂
以
後
の
一
時
的
な
現
象
で
あ
る
。

　

さ
て
、
関
山
派
は
妙
心
寺
に
紫
衣
勅
許
が
下
賜
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
美
濃
の
瑞
龍
寺
が
準
十
刹
に
な
り
、
龍
興
寺
や
龍
安

寺
が
再
建
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
で
繁
栄
し
て
い
く
。
そ
の
繁
栄
を
も
と
に
本
寺
の
大
徳
寺
に
資
金
を
供
給
す
る
が
、
や
が
て

妙
心
寺
を
勅
願
寺
と
な
し
出
世
寺
院
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
戦
国
期
以
降
は
寺
域
を
拡
大
し
、
派
閥
を
発
展
さ
せ
、

臨
済
宗
の
最
大
派
閥
と
な
っ
て
い
く
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
大
灯
派
や
関
山
派
の
歴
史
を
通
し
て
、
山
林
派
・
林
下
の
特

徴
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

⑴
小
川
信
『
山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

⑵
『
一
休
年
譜
』
応
仁
元
年
丁
亥
の
条
。
平
野
宗
浄
、
一
休
和
尚
全
集
巻
三
『
自
戒
集
・
一
休
年
譜
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
年
）
六
三

頁
、
九
八
頁
。
以
下
「
平
野
一
休
年
譜
」
と
略
す
。
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⑶
中
井
裕
子
『
室
町
時
代
の
相
国
寺
住
持
と
塔
頭
』（
相
国
寺
教
化
活
動
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）。

⑷
文
明
五
年
六
月
十
九
日
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
。
田
山
方
南
著
『
秘
宝
＝
新
装
版
大
徳
寺
』（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
）
三
〇
〇
頁
、
図
版

三
四
四
。

⑸
『
一
休
年
譜
』
文
明
五
年
癸
巳
の
条
。
平
野
一
休
年
譜
、
六
七
頁
、
一
〇
〇
頁
。

⑹
「
官
銭
」
は
「
成
功
」
と
同
じ
資
金
調
達
法
と
い
え
よ
う
。
成
功
と
は
官
人
が
官
位
を
獲
得
す
る
代
わ
り
に
、
勅
願
寺
な
ど
の
寺
社
の

造
営
事
業
を
請
け
負
っ
た
り
資
金
提
供
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
成
功
制
に
つ
い
て
は
、
上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
第
三
部
第
一
章
第
二
節
、
第
三
節
な
ど
を
参
照
。

⑺
竹
貫
元
勝
『
紫
野
大
徳
寺
の
歴
史
と
文
化
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
九
～
二
〇
五
頁
。

⑻
『
大
弘
禅
師
語
録
』
巻
一
、
正
続
大
宗
禅
師
行
状
。『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
巻
二
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）
三
三
五
～
三
三
七
頁
。

以
下
の
春
浦
の
伝
記
は
こ
の
行
状
に
よ
る
。

⑼
『
大
宗
禅
師
語
録
』
巻
上
、
善
室
慶
大
師
（
＝
大
姉
）
三
十
三
年
忌
。『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
巻
二
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）
一
六

頁
。
竹
貫
元
勝
『
紫
野
大
徳
寺
の
歴
史
と
文
化
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
九
年
）
七
五
頁
。
平
野
宗
浄
校
訂
『
増
補
大
徳
寺
世
譜
』（
思
文

閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）
一
〇
五
～
一
〇
七
頁
。
以
下
「
平
野
大
徳
世
譜
」
と
略
す
。

⑽
『
実
隆
日
記
』
延
徳
二
年
一
二
月
一
一
日
の
第
二
条
。『
大
日
本
史
料
』
八
之
四
〇
、四
頁
。

⑾
平
野
宗
浄
編
『
雪
江
禅
師
語
録
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）
一
九
頁
～
二
四
頁
。

⑿
平
野
大
徳
世
譜
、
六
一
頁
。

⒀
『
宗
恵
大
照
禅
師
語
録
』
乾
巻
所
収
『
岐
庵
揚
和
尚
語
録
』。『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
巻
二
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）
二
五
四
頁
。

⒁
『
長
興
宿
禰
卿
記
』
文
明
七
年
三
月
二
〇
日
の
条
。『
史
料
纂
集
』
巻
一
一
五
、一
一
～
一
二
頁
。

⒂
『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年
三
月
二
〇
日
の
条
。『
史
料
纂
集
』
巻
一
三
二
、一
一
八
頁
。
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⒃
『
景
川
語
録
』
巻
上
、
住
京
兆
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
語
。
大
正
蔵
八
一
、二
九
〇
頁
中
。

⒄
文
明
七
年
七
月
二
十
日
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
。『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
一
、一
一
頁
。

⒅
『
兼
顕
卿
暦
記
』
文
明
九
年
八
月
五
日
の
条
。
画
像
デ
ー
タ
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
館
蔵
資
料
（
画

像
付
き
）https://w

w
w

.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param
/syuz/db_param

 

で
検
索
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
。
以
下

『
兼
顕
卿
記
』
のU

RL

は
す
べ
て
同
じ
。

⒆
長
享
三
年
六
月
九
日
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
案
。
山
田
宗
敏
著
、
伊
藤
克
己
補
『
史
料
大
徳
寺
の
歴
史
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）

一
九
〇
頁
所
収
「
宣
秀
御
教
書
案
」
に
基
づ
く
。

⒇
資
料
は
『
秋
季
特
別
展
沢
庵
・
江
月
と
そ
の
時
代
』（
堺
市
博
物
館
、
一
九
八
三
年
）
三
一
頁
、
図
版
二
一
。
釈
文
は
『
万
松
祖
録
』
寛

永
五
年
、
五
七
歳
の
条
。『
沢
庵
和
尚
全
集
』
巻
六
（
沢
庵
和
尚
刊
行
会
・
工
芸
社
、
一
九
二
八
年
）
六
五
頁
。

㉑
平
野
大
徳
世
譜
、
一
〇
九
～
一
一
一
頁
。

㉒
『
親
長
卿
記
』
文
明
六
年
二
月
一
五
日
お
よ
び
一
六
日
の
条
。『
史
料
纂
集
』
巻
一
三
二
、一
四
頁
。

㉓
『
一
休
年
譜
』
文
明
六
年
甲
午
の
条
。
平
野
一
休
年
譜
、
六
七
頁
、
一
〇
〇
頁
。

㉔
特
芳
の
大
徳
寺
入
院
に
つ
い
て
は
、『
大
徳
寺
世
譜
』
に
「
再
興
の
始
め
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
平
野
大
徳
世
譜
、
一
一
二
頁
。
ま
た

『
親
長
卿
記
』
文
明
一
〇
年
九
月
一
一
日
の
条
「
今
日
大
徳
寺
入
院
也
」
に
細
字
で
「
近
日
紫
野
造
営
。
新
命
下
特
芳
云
々
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
方
丈
の
造
営
を
指
す
。『
史
料
纂
集
』
巻
一
四
六
、三
七
頁
。

㉕
文
明
十
年
十
一
月
二
十
二
日
室
町
奉
行
連
署
奉
書
。『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
一
、一
六
二
頁
。

㉖
『
一
休
年
譜
』
文
明
一
三
年
辛
丑
の
条
。
平
野
一
休
年
譜
、
七
四
、一
〇
二
頁
。

㉗
『
龍
宝
山
大
徳
寺
誌
』
巻
一
、
編
年
、
文
明
十
八
年
の
条
。
写
本
未
刊
行
。

㉘
明
応
二
年
七
月
七
日
大
徳
寺
文
書
入
日
記
。『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
一
、五
三
四
頁
。
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㉙
文
明
十
三
年
十
二
月
十
九
日
宗
純
（
一
休
）
入
牌
料
納
下
帳
。『
大
日
本
古
文
書
』
真
珠
庵
一
、一
〇
一
～
一
〇
六
頁
。

㉚
永
正
三
年
七
月
二
八
日
壁
書
、
永
正
三
年
一
二
月
侍
真
寮
壁
書
。『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
七
、二
二
一
～
二
二
三
頁
。

㉛
『
兼
顕
卿
暦
記
』
文
明
九
年
八
月
五
日
の
条
。
注
18
に
同
じ
。

㉜
「
大
徳
寺
再
興
奉
加
銭
納
下
帳
」『
大
日
本
古
文
書
』
真
珠
庵
一
、一
五
七
～
一
五
九
頁
。

㉝
文
明
十
一
年
閏
九
月
三
日
尾
和
宗
臨
寄
進
状
。『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
一
〇
、一
〇
〇
頁
。
ま
た
上
田
純
一
「
大
徳
寺
派
の
堺
進
出

を
め
ぐ
っ
て
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
三
七
―
二
、一
九
九
四
年
）。
矢
内
一
磨
「
文
明
年
間
の
大
徳
寺
と
堺
町
衆
に
関
す
る
新
史
料
に
つ

い
て
」（『
日
本
史
研
究
』
三
九
六
、一
九
九
五
年
）。

㉞
妙
心
寺
は
美
濃
国
の
上
之
保
（
岐
阜
県
関
市
上
之
保
）
を
寺
領
と
し
て
知
行
さ
れ
て
い
た
が
、
太
守
土
岐
成
頼
や
代
官
が
横
領
し
、
実

効
支
配
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
、
細
川
勝
元
の
尽
力
に
よ
り
将
軍
義
政
の
御
内
書
を
下
付

さ
れ
、
斎
藤
妙
椿
な
ど
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
知
行
を
得
た
と
さ
れ
る
。

㉟
文
明
九
年
閏
正
月
二
十
六
日
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
。『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念
「
京
都
妙
心
寺
」』（
読
売
新
聞
社
、

二
〇
〇
九
年
）
一
二
三
頁
、
図
録
五
一
。
以
下
「
妙
心
寺
図
録
」
と
略
す
。

㊱
無
著
著
『
花
園
遺
臭
録
』
方
丈
梁
誌
。

㊲
雪
江
和
尚
遺
誡
。
川
上
孤
山
著
、
荻
須
純
道
補
『
増
補
妙
心
寺
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）
九
九
頁
。
こ
の
遺
誡
は
筆
跡
か
ら

す
る
と
、
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
以
降
の
執
筆
で
あ
る
。「
文
明
七
年
」
は
異
筆
で
あ
り
、
別
人
が
添
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㊳
敷
地
付
属
状
。「
妙
心
寺
図
録
」
一
二
四
頁
、
図
録
五
二
。

㊴
細
川
政
元
の
邸
宅
を
寺
と
な
し
た
大
心
院
は
、
歴
博
甲
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
の
左
隻
（
西
隻
）
に
、
細
川
邸
、
典
廐
邸
、
柳
の
御

所
の
一
角
に
描
か
れ
て
お
り
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
現
在
も
「
京
都
市
上
京
区
大
心
院
町
」
と
町
名
（
地
名
）
に
名
残
を
と
ど
め
て
い

る
。
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㊵
『
親
長
卿
記
』
文
明
一
〇
年
九
月
十
一
日
の
条
。『
大
日
本
史
料
』
八
之
一
〇
。
特
芳
の
大
徳
寺
入
院
は
、
八
月
六
日
に
雪
江
が
広
橋
兼

顕
に
執
奏
し
て
の
入
院
で
あ
っ
た
。『
兼
顕
卿
記
』
及
び
『
兼
顕
卿
記
別
記
』
文
明
一
〇
年
八
月
六
日
の
条
。
注
18
に
同
じ
。

㊶
文
明
十
九
年
七
月
十
七
日
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
。
妙
心
寺
図
録
、
一
四
二
頁
、
図
録
六
八
。

㊷
『
虎
穴
録
』
序
。
大
正
蔵
八
一
、三
一
三
頁
下
。

㊸
永
正
六
年
二
月
二
十
五
日
後
柏
原
天
皇
綸
旨
。
川
上
孤
山
著
、
荻
須
純
道
補
『
増
補
妙
心
寺
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）

一
七
九
頁
。

㊹
関
山
派
と
徹
翁
派
の
確
執
に
つ
い
て
は
、
笹
尾
哲
雄
「
大
灯
国
師
の
関
山
義
絶
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
』
三
五
、一
九
七
三
年
）
や
、

加
藤
正
俊
「
大
灯
派
下
の
正
系
を
め
ぐ
っ
て 

―
徹
翁
派
と
関
山
派
の
確
執
―
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
、一
九
七
四
年
）
な
ど
。




